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国
会
正
門
前

私
た
ち
黙
ら
な
い
！
反
撃
を
開
始
し
よ
う
！

開
会
の
口
火
を
切
っ
た
。

は
じ
め
に
、
高
田
健
さ
ん
（
憲

法
を
生
か
す
実
行
委
員
会
共
同
代

表
）
か
ら
主
催
者
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
ネ
ッ
ト
配
信
で
視
聴
し
て
い
る

全
国
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
連
帯
の

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
安
倍
政

権
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
東
京
五
輪

に
こ
だ
わ
っ
た
な
ど
多
く
の
失
政

を
重
ね
て
き
た
。
許
し
が
た
い
の

は
、
こ
の
後
に
及
ん
で
も
憲
法
審

査
会
を
動
か
し
憲
法
改
正
を
や
ろ

う
と
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
そ

ん
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
安
倍

政
権
を
倒
し
て
、
安
倍
改
憲
阻
止

を
み
ん
な
で
や
り
遂
げ
ま
し
ょ

う
」
。
そ
し
て
３
人
が
問
題
提
起

と
闘
い
の
展
望
を
訴
え
た
。

◆
浅
倉
む
つ
子
さ
ん
（
早
稲
田
大

学
名
誉
教
授)

「
コ
ロ
ナ
禍
で
も

皆
さ
ん
と
さ
ま
ざ
ま
に
連
携
で
き

る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
歴

史
を
見
る
と
大
災
害
の
た
び
に
差

別
的
な
事
件
が
発
生
し
て
き
た
。

責
任
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
の
に
、
国
は
責
任
を
取
ら

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
国
民
は
経

験
を
学
べ
な
い
、
こ
れ
が
現
実
。

民
主
主
義
は
政
治
の
透
明
性
で

す
。
安
倍
政
権
は
７
年
間
背
を

向
け
て
き
た
。
憲
法
は
私
た
ち

の
誇
り
、
自
信
を
持
っ
て
憲
法

を
守
り
抜
き
ま
し
ょ
う
」。

◆
稲
正
樹
さ
ん
（
憲
法
学
者
）

「
憲
法
に
お
け
る
政
治
は
生
命

と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
で
す
。

家
に
居
ろ
と
い
う
な
ら
補
償
を

し
ろ
。
家
は
食
べ
さ
せ
て
く
れ

な
い
。
安
倍
首
相
は
憲
法
に
非

常
事
態
条
項
を
入
れ
ろ
と
言
う

が
、
こ
れ
は
不
要
不
急
の
火
事

場
泥
棒
。
安
倍
政
権
と
闘
う
皆

さ
ん
と
連
帯
し
ま
す
」。

◆
堀
潤
さ
ん
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
「
先
行
き
の
見
通
せ
な
い
不

平
や
不
安
に
強
い
指
導
者
を
望

む
声
に
な
っ
て
い
る
。
民
主
主

義
の
対
比
語
は
沈
黙
だ
と
思

う
。
怖
く
て
黙
っ
て
し
ま
う
。

近
く
で
声
を
上
げ
る
人
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
民

主
主
義
の
一
歩
で
す
。

憲
法

を
守
る
た
め
声
を
上
げ
ま
し
ょ

う
」。集

会
宣
言
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
ら
、

こ
の
国
会
正
門
前
か
ら

月
３

11

日
、
大
規
模
に
反
撃
を
し
ま
す
。

自
粛
を
要
請
し
な
が
ら
安
部
政

治
の
自
粛
は
終
わ
っ
て
い
な

い
。
私
た
ち
黙
ら
な
い
！
反
撃

を
開
始
し
ま
し
ょ
う
」
と
菱
山

さ
ん
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

集
会
は
閉
会
し
た
。

コ ロ ナ ウ イ ル ス を
緊急事態条項にするな！

５
月
３
日

時
、
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国
会
正
門
前
に
作

ら
れ
た
舞
台
に
司

会
の
菱
山
南
帆
子

さ
ん
が
立
っ
た
。

「
今
日
は
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、
国
会

正
門
前
か
ら
の
憲

法
集
会
と
な
り
ま

す
。
ネ
ッ
ト
中
継

で
全
国
に
配
信
し

ま
す
。
皆
さ
ん
と

一
緒
に
憲
法
を
守

る
声
を
上
げ
て
行

き
ま
し
ょ
う
」
と

５
月
３
日
、
東
京
臨
海
防
災
公
園
で
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
許

す
な
！
安
倍
改
憲
発
議

平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！
５
・
３
憲
法
集

会
２
０
２
０
」
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
で
中
止
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
状
況
下
で
改
憲
を
口
に
す
る
安
倍
政
権
に
黙
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
と
、
各
界
の
著
名
人
と
一
般
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。
集
会
の

模
様
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
全
国
に
配
信
さ
れ
た
。



川柳俳人の乱鬼龍さん

こ
の
申
し
入
れ
に
、
毎
日
新
聞
、

京
都
新
聞
、
共
同
通
信
、
産
経
新

聞
の
４
社
（
写
真
）
が
取
材
し
た
。

事
件
の
異
常
さ
が
注
目
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

●
勾
留
６
１
３
日
の
異
常

現
在
、
武
委
員
長
は
大
阪
拘
置

所
、
湯
川
副
委
員
長
は
京
都
拘
置

所
で
勾
留
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に

逮
捕
さ
れ
た

年
８
月

日
か
ら

18

28

す
で
に

か
月
が
過
ぎ
て
、
勾
留
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期
間
は
今
日
で
実
に
６
１
３
日
に

な
っ
た
。
２
人
が
最
後
に
逮
捕
さ

れ
た
の
は
昨
年
９
月
４
日
の
ベ
ス

ト
ラ
イ
ナ
ー
事
件
だ
が
、
そ
こ
か

ら
数
え
て
も
す
で
に
２
４
０
日
に

な
る
。
あ
た
り
ま
え
の
労
働
組
合

活
動
で
、
な
ぜ
こ
ん
な
デ
デ
タ
ラ

メ
な
長
期
拘
留
が
続
く
の
か
。

２
人
を
今
す
ぐ
保
釈
し
ろ
関
西
生
コ
ン
事
件

京
都
地
裁
に
申
し
入
れ

取
材
殺
到

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
に
、
自
民
党
は

改
憲
草
案
で
示
さ
れ
た
緊
急
事

態
条
項
が
必
要
だ
と
、
火
事
場

泥
棒
の
ご
と
く
、
導
入
を
突
き

つ
け
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
条
項
は
、
内

閣
に
法
律
と
同
等
の
効
力
を
持

つ
政
令
の
制
定
権
を
与
え
る
な

ど
、
憲
法
秩
序
を
一
時
的
に
破

壊
す
る
も
の
だ
。

感
染
症
対
策
は
、
人
権
と
権

力
分
立
を
保
障
す
る
憲
法
の
下

で
、
十
分
な
科
学
的
根
拠
と
法

的
根
拠
に
基
づ
き
進
め
る
べ
き

だ
。
現
在
の
事
態
下
で
、
自
民

党
草
案
の
導
入
を
訴
え
る
の
は

４
月

日
、
関
西
生
コ
ン
支
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部
武
委
員
長
と
湯
川
副
委
員
長

の
勾
留
決
定
取
り
消
し
と
保
釈

を
要
求
す
る
申
し
入
れ
行
動
が

あ
っ
た
。
「
労
働
組
合
つ
ぶ
し
の

大
弾
圧
を
許
さ
な
い
実
行
委
員

会
」
が
呼
び
か
け
、
京
都
地
裁

に
申
し
入
れ
書
を
手
渡
し
た
。

不
適
切
だ
。

そ
も
そ
も
、
現
行
憲
法
は
、

感
染
拡
大
防
止
に
不
可
欠
な
外

出
・
営
業
の
制
限
を
禁
じ
て
い

な
い
。
現
在
の
感
染
症
法
・
改

正
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
特
別
措
置
法
で
不
十
分
な
ら
、

強
力
な
補
償
・
罰
則
等
を
伴
う

新
型
コ
ロ
ナ
の
特
性
を
踏
ま
え

た
新
た
な
特
措
法
を
作
る
べ
き

だ
。そ

れ
な
の
に
コ
ロ
ナ
感
染
下

に
改
憲
を
国
民
に
迫
る
こ
と
は

を
火
事
場
泥
棒
で
し
か
な
い
。

緊
急
事
態
と
い
う
言
葉
で
連

想
ゲ
ー
ム
を
す
る
の
は
正
し
く

な
い
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

新
型
コ
ロ
ナ

改
憲
「
独
裁
条
項
」
は
不
要

「
緊
急
事
態
条
項
」
の
議
論
は
火
事
場
泥
棒

実
は
、
大
津
地
裁
と
大
阪
地

裁
は
２
人
の
保
釈
許
可
決
定
を

す
で
に
昨
年
８
月
ま
で
に
出
し

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
少
し

前
か
ら
は
じ
ま
っ
た
一
連
の
京

都
事
件
で
、
京
都
地
裁
が
頑
と

し
て
保
釈
を
認
め
な
い
。
京
都

地
裁
に
は
、
京
都
府
警
組
織
犯

罪
対
策
課
と
京
都
地
検
が
昨
年

６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
事
件

化
し
た
、
加
茂
生
コ
ン
事
件
、

近
畿
生
コ
ン
事
件
、
ベ
ス
ト
ラ

イ
ナ
ー
事
件
の
３
つ
が
係
属
し

て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
加
茂
生
コ
ン
事

件
は
２
つ
の
事
件
に
分
け
て
審

理
さ
れ
、
組
合
員
２
人
を
被
告

と
す
る
事
件
は
、
す
で
に
３
月

に
第
１
回
公
判
が
開
か
れ
、
そ

の
組
合
員
２
人
は
ず
っ
と
以
前

に
保
釈
さ
れ
た
。

し
か
し
、
武
委
員
長
と
湯
川

副
委
員
長
を
被
告
と
す
る
加
茂

生
コ
ン
第
２
事
件
は
、
近
畿
生

コ
ン
・
ベ
ス
ト
と
併
合
さ
れ
、

検
察
が
こ
の
併
合
事
件
で
膨
大

な
数
の
証
拠
を
提
出
し
て
い
て
、

公
判
前
整
理
手
続
き
が
延
々
と

続
い
て
い
る
。
裁
判
所
は
こ
の

公
判
前
整
理
手
続
き
が
終
わ
ら

な
い
う
ち
は
保
釈
を
認
め
る
気

が
な
い
。

※
関
西
生
コ
ン
弾
圧
事
件
ニ
ュ
ー
ス
か
ら

等
特
措
法
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」

に
乗
じ
て
、
憲
法
上
の
「
緊
急

事
態
条
項
」
の
議
論
を
進
め
よ

う
と
安
倍
は
執
念
を
持
つ
。
両

者
は
、
全
く
別
物
。

年
の
自
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民
党
改
憲
草
案
で
示
さ
れ
た
緊

急
事
態
条
項
は
、
政
府
が
緊
急

事
態
宣
言
を
出
す
と
、
国
会
を

す
っ
飛
ば
し
て
立
法
権
を
も
行

使
で
き
る
「
内
閣
独
裁
条
項
」。

諸
外
国
と
比
べ
て
も
、
歴
史
的

に
見
て
も
、
あ
ま
り
に
も
強
権

的
す
ぎ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
と
し
て
、
早
期
の
緊
急
事

態
宣
言
の
声
も
多
か
っ
た
、
こ

れ
は
憲
法
上
の
「
内
閣
独
裁
条

項
」
で
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
、
罰

則
付
き
の
外
出
制
限
な
ど
、
強

制
措
置
を
含
む
よ
う
な
立
法
や

対
策
を
求
め
て
た
も
の
だ
っ
た
。


